
１．　安全教育

・先月度の重点行動目標の実施報告
・重点行動目標の作成

２．　会社連絡事項

・段取り表に定期的な確認について
・支給品について（管理ノートの記入のこと）
・通勤用自転車（原付き）の置き方について
・ヒヤリ・ハット報告書の提出について
・帰社時のチェックについて
・寮の喫煙場所について

３．　社員からの要望

・特になし
・
・

４．今月の重点行動目標

具体的な対策
☆走行前の車両・ルートの確認
☆走行中の車間距離の確保
☆トラックの積み荷の確認
☆現場ヤード出入時の周囲の確認
☆急な行為(ブレーキ、ハンドル、発進等）をしない様に心掛ける。

交通労働災害の防止

株式会社　平山工業
平成　３０年　５月度 平成　３０年　　５月　　２６日

　安　　全　　衛　　生　　協　　議　　会



備考：

参加者：15名

備考：
2018/5/31 13:00～14:00

・現場入場時の注意事項
・安全保護具の使用方法
・コアモーターの使用方法

教育担当：鎌倉　祐輔　
教育担当：田村　政也

資料：教育ビデオ
「新人作業員のための危険予知」
「災害事例に学ぶリスクアセスメント」

写真NO． 1

タイトル 安全衛生協議会

場所 会議室

場所 会議室

開催日 平成30年5月31日

開催日 平成30年5月26日

写真NO． 2

タイトル 雇用時教育



平成  30年 5月度 ヒヤリ・ハット報告書まとめ

№

23

24

25

21 大川 瑞貴 解体現場で道具運搬時足元のぬかるみに足を取られて転倒しそうになった。

22 島田 強 解体現場でコアガラ運搬時足元のぬかるみに足を取られて尻もちをついた。

姜 昆

20 趙 躍進 放電破砕でタンピング作業時手元を誤りハンマーで手を打ってしまった。

17 徐 朋 コア削孔のベース止め用のアンカーをハンマーを使って打ち込んででいる時誤って手を打った。

19 コア削孔時回転部に手を近づけて巻き込まれそうになった。

18 孔 国 橋脚バキュームブラスト上向き施工時ヘルメット鍔部に溜まったアルミナが目に入った。

16 河田 康平 放電破砕で道具運搬時破砕したガラに躓き転送しそうになった。

15 居川 蓮也 立ち馬上でバキュームブラスト上向き作業時足を踏み外し落下しそうになった。

14 簗場 友哉 橋脚足場上でコア削孔時手元を誤り落下させてしまった。

12 田村 政也 コア削孔作業時、コアケーシング（L2500）部を引き上げたとき重さでバランスを崩し倒れ後方の作業員に当たった。

13 岩本 一輝 吊り足場上移動中吊りチェーンに躓いて転倒しそうになった。

11 今川 一仁 コアケーシング部をパーマルで外していた時外した勢いでバランスを崩し転倒しそうになった。

10 白井 眞人 橋脚足場上で道具運搬時足元の段差に躓き転倒しそうになった。

8 網野 温也 コア削孔のベース止め用のアンカー孔をダストポンプで清掃している時粉塵が目に入りそうになった。

9 藤田 陽之 橋脚断面修復で露出鉄筋をグラインダーで磨いていた時手元を誤り作業服を巻き込んでしまった。

7 ⻑濱 浩好 橋の上から橋脚の足場にアンカー筋をロープ（フック付）でバケツを使って下している時バケツだけが外れて落下してしまった。

6 三木 博明 地中梁天端上でコア削孔中コアガラを持ち上げようとした時重量で腰を痛めそうになった。

4 比嘉 武 130Φ×L2000のコアガラを一人で引き上げようとしている時手が滑りバランスを崩し倒れかけた。

5 加藤 武志 新幹線軌道内作業で新幹線軌道内に一般人が軌道内に侵入してきて新幹線が止まった。

3 橋本 隆 130Φ×L1500のコアガラをハンマードリルで引き上げている時ドリルが回転して巻き込まれそうになった。

2 武内 直行 重機による解体現場でアイオンでのハツリガラが飛んできて身体に当たった。

報告者氏名 概   要

1 増尾 友寿 放電破砕で破砕予定の岩の上でキリ削孔時足元の岩が崩れて落下してしまった。

㈱ 平山工業




